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　「生まれ育ったまちのような居心地の
良さを感じました」と笑顔で話す岩本さ
ん。気仙沼市出身で結婚を機に、栗原市
に移住しました。
　学生時代から仲間と音楽活動を楽しん
できましたが、東日本大震災の被災地で
音楽を通じた慰問活動をきっかけに、音
楽は人と人をつなぐ大切な役割を持って
いると改めて実感しました。
　そうした想いを胸に、地域のにぎわい
の１つである、くりこま夜市に関わる中
で、音楽の要素がないことに気づき、音
楽を取り入れた企画を始めました。
　くりこま夜市に、バンド演奏やDＪな
どの新しいイベントを積極的に取り入れ
たところ、栗駒地区の六日町通り商店街
が持つ昭和レトロな雰囲気と現代の若者
に響く場づくりが、人々の心を見事につか
み、回を重ねるごとに活気づいています。
　「子どもからお年寄りまで、誰もが楽
しめる場にすることで自慢できる田舎を
つくりたい」と語る岩本さん。今年も６
月から始まるくりこま夜市をこれまで以
上に、にぎやかな音と笑顔があふれる場
にしようと、挑戦が続きます。
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音楽で広がる　くりこま夜市の新しい形

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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マイ広報紙

岩本　裕子　さん（栗駒四日町）

　４月１０日（金）、高清水幼稚園と保育所で
入園、入所式を行いました。
　式典では、１人１人の名前が呼ばれ、元気
いっぱいに返事をした子どもたち。期待に胸
を膨らませ新しい生活が始まりました。

笑顔と希望、ドキドキ感を胸に
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民生委員・児童委員　Q＆A

５月１２日は、民生委員・児童委員の日です。今月は、私たちの身近な所で活躍する民生委員・
児童委員について、紹介します。
民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱を受けた無報酬のボランティアです。ただし、活
動に必要な交通費や通信費など実費の一部が支給されます。
民生委員・児童委員は、行政と密接に連携しながら、誰もが安心して暮らせるまちづくりを支え
る重要な存在です。日々の生活で感じる悩みや福祉サービスの利用方法など、幅広い相談に応じて
います。
また、子ども・子育てに関する支援を専門とする「主任児童委員」は、学校などと連携しながら、
子どもの福祉に関する相談や必要な支援を専門的に行っています。
現在、市内では２６３人が活動しています。困っていることがあれば、一人で抱え込まず、地域
の民生委員・児童委員に相談してください。

市の民生委員・児童委員など詳しくは、
市民生活部社会福祉課　☎（２２）１３４０

どんなことを相談できるの？Q

A 生活上の「心配事・困りごと」を伺います。
子育て・児童関連：妊娠・出産の不安、子育ての悩み、子どもの学校生活、児童虐待の心配
高齢者・障害者関連：在宅介護の負担、医療・保健相談、経済的困窮
生活全般：失業や生活苦、福祉サービス利用の相談、日常生活の困りごとなど
相談するにはどうしたらいい？Q

A 居住する地区を担当する民生委員・児童委員に、直接声をかけてください。
社会福祉課や各総合支所市民サービス課でも紹介できます。相談は無料です。
相談した秘密は守られるの？Q

A 民生委員・児童委員は、民生委員法によって守秘義務が定められた、非常勤の地方公務員で
す。相談内容は秘密として厳格に守られます。安心して相談ください。
民生委員・児童委員になるには資格が必要？Q

A 特別な資格や知識は必要ありません。地域のことをよく知り、社会福祉の仕事に理解と熱意
がある方が求められています。
ご近所トラブルも解決してくれるの？Q

A 福祉に関する相談が専門です。近所とのトラブルなど福祉に関連しない場合は、他の適切な
関係機関へつなぎます。

●民生委員・児童委員への
　相談・支援件数
（令和６年度）

合 計
6,358件

高齢者に関すること：4,296件

障害者に関すること：250件

子どもに関すること：292件

その他：1,520件

高齢者に関する相談（在宅福祉
や健康・医療）が約７割を占めて
おり、介護や健康に関する悩み
が多くなっています。
日常的な支援や生活環境に関
する相談も多く、地域の皆さん
の生活全般に寄り添った活動を
行っています。

市の民生委員・児童委員で組織する栗原市民生委員児童委員協議会の　
原会長に、活動について聞きました。

信頼を大切にする
民生委員・児童委員は、地域の身近な所で市民の皆さんに寄り添い、困っ

ていることがあれば、橋渡し役として、行政機関などにつないでいます。
民生委員・児童委員が活動の中で大切にしていることは、地域の人たち
との顔の見える関係や小さな困りごとも気軽に話せる関係づくりです。普
段の何気ない交流を通してできる信頼関係が、活動の土台になっています。
また、初めは、小さな困りごとでも、時間の経過と共に、解決が難しく
なることがあります。私たちは、何でも相談できる身近な存在として、こ
れからも活動を続けていきます。
困っていることがあれば、ぜひ、地域の民生委員・児童委員に気軽に相
談してください。

民生委員・児童委員

地域づくり組織
社会福祉協議会

市 民

ボランティア
医療機関

福祉施設

保育所・幼稚園・学校

行　政地域包括支援センター

主任児童委員

 すが わら まさ ひろ

　原　政弘 さん
（鶯沢駒場上）

会長

栗原市民生委員児童委員協議会

市ウェブサイト

民生委員･児童委員

地域を見守り、関係機関につなぐことが役割
民生委員・児童委員は、地域住民の困りごとを直接解決するのではなく、行
政や社会福祉協議会などの専門機関に情報をつなぐ「橋渡し役」として活動して
います。日頃から地域の人たちとのつながりを持つため、多くの委員が、さま
ざまな地域活動に参加や協力をしています。

市からのお知らせ

Interview 身近な所であなたに寄り添う
民生委員・児童委員

困りごとがあれば、一人で悩まず相談を

地域を見守る仲間とともに、民生委員・児童委員の活動があります
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まちの話題MACHI no WADAI
YouTube栗原市チャンネル
　     https://www.youtube.com/c/KuriharacityJp_miyagiＵＲＬまちの話題 MACHI no WADAI ※イベント情報など

　日々配信中！

栗原市Facebook
　     https://www.facebook.com/kuriharacityＵＲＬ

　３月６日（金）東京都港区のオークラ東京で「第
６９回全国学芸サイエンスコンクール表彰式」が
開催され、鶯沢小学校６年の蜂谷杏琉さん（鶯沢
駒場上）が、作文・小論文の部で最高賞に当たる
金賞を受賞しました。
　受賞作品は、セミが羽化する様子を家族と共に
観察し、その生き生きとした姿を作文にまとめた
ものです。蜂谷さんは「受賞できたことが、まだ
信じられませんが、うれしく思います」と受賞を
喜びました。

　３月１８日（水）、東京都千代田区の総務省で「緊
急消防援助隊の出動に係る総務大臣感謝状贈呈式
及び消防庁長官賞状授与式」が行われ、市消防本
部に対し、消防庁長官から賞状が授与されました。
　これは、令和７年２月に岩手県大船渡市で発生
した大規模林野火災において、緊急消防援助隊宮
城県大隊の一員として、消火活動に尽力したこと
から授与されたものです。
　市消防本部では、約３週間にわたり、のべ１５３
人の職員を派遣しました。

　４月１日（水）、新たに栗原市地域おこし協力隊
員として活動する３人に、委嘱状を交付しました。
　新隊員は、栗駒地区の六日町通り商店街を拠点
に活動する三上千博さん、栗駒山麓ジオパークの
推進を図る貴志壮大さん、花山地区で地域課題の
解決などを担う末安里江さんの３人で、各業務に
分かれ、地域おこしを担います。
　また、昨年度も地域おこし協力隊員として活動
した１１人の任期を更新し、総勢で１４人となっ
た隊員たち。今後、各分野で活躍が期待されます。

　４月５日（日）、金成地区小迫の白山神社例大祭
で「小迫の延年」が披露されました。
　この舞は、鎌倉時代から伝わるもので、源頼朝
が奥州藤原氏に勝利した礼として、白山神社に奉
納したのが始まりとされ、国の重要無形民俗文化
財に指定されています。
　当日は、なぎなたを使う坂上田村麻呂が戦勝を
祈願した「入振舞」や、豊作を祈願する「田楽舞」、
源平合戦を再現した演目などが披露され、会場を
訪れた大勢の観客は優雅な舞に見入っていました。

　４月６日（月）、文化、芸術、スポーツなどの分
野で日本一に輝き、市民に希望と勇気を与えた人
に贈る「輝く日本一くりはら大賞」を、宮野小学校
６年の藤原麗さん（築館沖富）、築館中学校３年の
及川纏さん（志波姫宮中）、栗原市空手道協議会高
清水支部の佐々木秀大さん（高清水９区）に贈呈し
ました。
　３人は、昨年１０月に東京都足立区で開催され
た「第６３回全国防具付空手道選手権大会」の各部
門に出場し、見事優勝を果たしました。

　４月５日（日）、瀬峰地区泉谷で「第４５回泉谷
お屋敷祭り」が開催されました。
　この祭りは、藩政時代から伝わり、伊達家から
泉谷を拝領した橋本宗圓をしのびながら、無病息
災を願うものです。
　当日は、同地区の金澤寺で祈祷後、家紋入りの
旗や太鼓、災いを象徴するわら人形を伴った裃姿
の大人たちと、華やかな装束をまとった稚児行列
が地区内を練り歩き、最後にわら人形を焼き、無
病息災を祈願しました。

　４月１２日（日）、一迫地区金田で「第１５回金
田火伏せまつり」が開催されました。
　この祭りは、４年に一度、地域の防災意識を高
めることを目的に開催されており、前回の令和４
年は、コロナ禍のため、開催が見送られたことか
ら、８年ぶりの開催となりました。
　当日は、火伏せの願いを込めた大獅子を乗せた
山車と共に、武者行列や川北神楽、清水目八ツ鹿
踊りなどが練り歩き、参加者全員で無火災・無災
害を祈願しました。

                        ふじ  わら れい

おい  かわまとい

                                         さ     さ     き  しゅう  た

〔左から〕藤原さん、及川さん、佐々木さん 〔左から〕末安さん、三上さん、貴志さん

　今回の受章は、私の人生の中で、大きな喜びと
なりました。また、これまで、指導をいただいた
先輩や同僚の皆さまのおかげと感謝しています。
この気持ちを忘れず、これからも、地域の皆さん
や家族に支えられながら、歩みを進めていきたい
です。

瑞宝双光章（教育功労）

さ    さ    き     とし   こ
元金成町立津久毛小学校長
佐々木 敏子 さん（築館大堀）

　教育者として、長年の功労があった佐々木
さんに勲章が授与されました。

高齢者叙勲

はち   や    あん    る

み   かみ   ち    ひろ

き     し   そう   た

              すえ  やす   り     え

     お  ばさま        えん  ねん

                                                                                                                                            みなもとのよりとも

おうしゅうふじ  わら   し

                                                                                       さかのうえのた   むら    ま    ろ

                             いり  ふり  まい                                                                                   でん  がく  まい

はし  もと  そう  えん

                こん  たく   じ

                                                                                                    かみしも

全国の頂点に輝く

消防庁長官から賞状授与地域おこし協力隊へ委嘱状交付

鎌倉時代から続く小迫の延年

輝く日本一くりはら大賞贈呈

地域の無病息災を願う

８年ぶりの金田火伏せまつり
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　４月５日（日）、今年初となる「つきだて朝市」が市
役所前を会場に開催されました。
　この朝市は、例年、４月から１２月まで毎月２回
開催されており、地域の暮らしやにぎわいを支える
場として、親しまれています。
　当日は、米や野菜、食料品などを販売する約１０
店舗が出店し、常連客などが詰め掛けました。

　つきだて朝市
は、１２月まで
の毎月、第１日
曜日と、第３日
曜日を基本に、
お盆や彼岸、年
末も同会場で開
催されます。

　３月２９日（日）、金成野球場で「中学野球クリ
ニック」が開催されました。
　この催しは、日本野球協議会が野球をする中学生
の技術向上や野球への関心を深めてもらおうと主催
したものです。
　当日は、市内外から約７０人の球児が参加し、東
北楽天ゴールデンイーグルスで活躍した元プロ野球

選手の岡島豪郎
さんや岩崎達郎
さんなどが講師
を務め、球児た
ちは、講師の熱
心な指導に、真
剣な表情で聞き
入りました。

　４月１２日（日）、若柳総合支所前駐車場を会場に
「さくらマルシェ」が開催されました。
　この催しは、地域の活性化を目的に、みちのく太
鼓まつり実行委員会が、初めて開催したものです。
　当日は、市内を拠点に活動する３つの太鼓演奏団
体が、素早いばちさばきで迫力の演奏を披露し、観
客から大きな拍手が送られました。

　また、会場に
は、大型ドロー
ンも展示された
他、多くのキッ
チンカーも出店
し、にぎやかな
雰囲気に包まれ
ました。

　３月２１日（土）、細倉マインパークの観光坑道を
会場に「細倉マインパークスプリングコンサート」を
開催しました。
　この催しは、坑道特有の音の反響を生かしコン
サート会場としたもので、昨年も好評であった津軽
三味線の実力者２人による演奏が披露されました。
また、当日は、県内外から約７０人の観客が集ま

り、普段のコン
サート会場とは
違った雰囲気の
中、間近で響き
わたる迫力の津
軽三味線の音色
に、聞き入って
いました。

　３月２７日（金）、高清水総合支所を会場に
「KUROSAWAメジャーデビュー応援会」が開催さ
れました。
　この催しは、約４千人の中からオーディションを
突破し、ホリプロとエイベックスから「unløck」と
してデビューする黒澤洵太さん（高清水１０区）を激
励しようと高清水地区コミュニティ推進協議会が主

催したものです。
　 当 日 は 、 約
４００人が詰め
掛け、歌やダン
ス を 披 露 し た
KUROSAWA
さんにエールを
送りました。

おか  じま  たけ  ろう

いわ  さき  たつ  ろう

　４月１１日（土）から１２日（日）にかけ、市内各
地で桜まつりが開催されました。
　このうち、１１日に瀬峰五輪堂山公園で開催さ
れた「第４０回栗原市せみね桜まつり」では、市内
で活動する空手競技団体による演武や、ロックバ
ンド演奏なども行われ、観客からたくさんの拍手
が送られました。
　また、１２日に開催された「２０２６つきだて
桜まつり」では、会場の薬師山児童公園に屋台や
縁日コーナーが出店した他、２人の落語家による
寄席などが行われ、来場者を楽しませました。
　その他、「第８回全日本伊達なつき男・つき女
決定戦」も開催され、小学生から大人までの１８
人が、薬師山の急な上り坂を一気に駆け上がり、
今年のつき男、つき女を競いました。
　さらに、同日に開催された「若柳桜まつり」で
は、満開を迎えた桜並木をボンネットバスが走
り、乗車した家族連れなどが、車窓から咲き誇る
桜を楽しみました。また、祭りでは、くりでん乗
車会も人気を集め、多くの家族連れが、春のイベ
ントを楽しんでいました。
１ 宮城空手道北峰会が栗原市せみね桜まつりで演武
２ 落語家の軽快な話がつきだて桜まつりを盛り上げる
３ 満開の桜並木を車窓から楽しめる若柳桜まつり

１

２

３

　若い頃は野菜作りを楽
しんでいました。歌が好
きで、童謡や唱歌などを
歌い、元気に日々を過ご
しています。

白鳥 律子 さん（築館西町）
しろ とり   りつ   こ

　工場で働きながら、編
み物や料理、踊りなどを
楽しんできました。
　現在も、穏やかに日々
を過ごしています。

佐々木 節子 さん（若柳大林１）
さ   さ   き   せつ  こ

　裁縫が得意でいろいろ
な物を製作して近所に配
り、喜ばれてきました。
　現在も、家族と共に毎
日を過ごしています。

鈴木 みとり さん（瀬峰泉谷）
すず  き

　最近まで畑仕事に精を
出しました。
　現在は、デイサービスに
通い、歌やゲームを楽し
み元気に過ごしています。

菅原 しまを さん（志波姫中）
すが わら

　孫の洋服も自ら製作す
るほど、縫製が得意でし
た。毎日、しっかり食事
を取ることを心がけて
日々を過ごしています。

千田 みわ子 さん（若柳片町２）
ち   だ                 こ

　家業の農業をしながら
家族を支えました。
　好き嫌いをせず、何で
も食べることが長寿の秘
訣と語られました。

佐々木 あい子 さん（若柳町舘）
さ   さ  き                 こ

ク ロ サ ワ

                                                                                                                                      ア ン ロ ッ ク

                                                       くろ  さわしゅん  た

　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

つきだて朝市始まる

元プロ野球選手が球児を指導

太鼓演奏で地域に活力を

観光坑道に津軽三味線が響く

メジャーデビューにエール

市内で桜まつり開催

長寿１００歳
おめでとう
ございます
　大正、昭和、平成、令和。
激動の４つの時代を駆
け抜け、思いを紡いで
１世紀。
　１００歳の誕生日を
迎えた６人を紹介します。



みんなの健康

広報くりはら　令和８年５月１日　　８９　　広報くりはら　令和８年５月１日

みんなの健康

栗原市の市外局番　0228

月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

たばこの害と禁煙

５月３１日は世界禁煙デー！
３月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。 たばこが体に及ぼす影響

たばこは肺だけでなく、全身
に悪影響を及ぼします。たばこ
に含まれるニコチンは血管を収
縮させて血圧を上げるため、動
脈硬化や脳卒中、心筋梗塞のリ
スクを高めます。
また、肺の細胞が壊れて呼吸
が苦しくなる「ＣＯＰＤ（慢性閉
塞性肺疾患）」や、糖尿病の原因
にもなります。
現時点で体への影響を感じて

いなくても、将来の健康のため
に禁煙はとても重要です。
禁煙で健康に
禁煙に遅すぎることはありま
せん。禁煙すると、肺がんや口
腔がんの発症リスクは約１０年
で、心筋梗塞などのリスクは数
年で、たばこを吸わない人と同
じレベルまで下がります。
禁煙を始めると、イライラや
集中力の低下、口寂しさなどの
症状が現れますが、これは体が

健康を取り戻そうとしているサ
インです。禁煙開始から１０日
ほどたてば自然と治まります。
禁煙の注意点
「１本ぐらいなら」という気の
緩みに注意しましょう。１カ月
間禁煙できた人の約半数が、３
年以内に再喫煙しているとも言
われています。
吸いたくなったらお茶を飲む、
運動するなど、気分転換の方法
を考えておくことも有効です。

市ウェブサイト

休日当番医・市の医療

●診察時間　午前９時～午後５時
●受診方法　必ず電話で症状を伝え受診
●持 ち 物　マイナ保険証など

※医療機関によっては、対応できない診療科目があります。
※当番医の診察時間に、２次救急医療施設の栗原中央病院を
　直接受診することは、控えましょう。
※休日当番医は、変更になる場合があります。最新の情報は
　右の二次元コードで確認してください。

休日急患診療当番医・調剤薬局 市民生活部健康推進課 ☎（２２）０３７０問

夜間の救急対応
　夜間の救急患者の受け入れは、２次救急医療施設の栗原中央病院で対応しています。夜間は、限られたスタッ
フで対応するため、できるだけ、かかりつけ医などの医療機関を日中に受診してください。

医療局医療管理課 ☎（２１）５６３１問

※了解を得た人のみ掲載しています。

―

―

―

―

憲法記念日

5/3
（　）日

みどりの日

4
（　）月

こどもの日

5
（　）火

振替休日

6
（　）水

10
（　）日

17
（　）日

24
（　）日

31
（　）日

伊礼整形外科
［築館］☎（22）0066

たまがけ医院
［一迫］☎（52）5115

川井歯科医院
［瀬峰］☎（38）4110

しぶや薬局
［築館］☎（21）2888

ひまわり薬局
［一迫］☎（57）6035

日野外科内科
［築館］☎（22）2005

栗原市立鶯沢診療所
［鶯沢］☎（55）3511

くが歯科医院
［築館］☎（23）3748

薬師調剤薬局
［築館］☎（21）2555

さくら薬局 鶯沢店
［鶯沢］☎（55）2566

つきだてこどもクリニック
［築館］☎（24）8753

岩渕医院
［栗駒］☎（45）2155

熊谷歯科クリニック
［高清水］☎（58）2633

アイベル薬局 築館店
［築館］☎（24）8869

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

達内科
［築館］☎（22）2655

くりこまクリニック
［栗駒］☎（45）2128

近藤歯科医院
［築館］☎（22）4182

ヨネキ薬局 築館店
［築館］☎（21）1225

上小路一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）1255

ほそや小児科
［栗駒］☎（45）5660

高橋ハートクリニック
［瀬峰］☎（59）2005

一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）2789

せみね調剤薬局
［瀬峰］☎（38）3178

佐藤外科医院
［築館］☎（22）2661

若柳消化器内科
［若柳］☎（32）2316

東町調剤薬局
［築館］☎（21）0012

サトウ調剤薬局
［若柳］☎（25）4530

石橋病院
［若柳］☎（32）2583

くろさわ整形外科
［一迫］☎（52）2627

恵薬局
［若柳］☎（32）6375

サン調剤薬局
［一迫］☎（57）6888

一迫内科クリニック
［一迫］☎（52）2122

一迫内科クリニック（院内）
［一迫］☎（52）2122

まるき内科クリニック
［志波姫］☎（24）8073

マリーン調剤薬局 志波姫店
［志波姫］☎（23）3520

（　　　）築　館
相田 八咲ちゃん
 あい た や え

（　　　）築　館
後藤 陽葵ちゃん
 ご とう ひ まり

（　　　）築　館
白鳥 環空くん
 しろ とり わ く

（　　　）築　館
髙橋 奏守くん
 たか はし そう ま

（　　　）若　柳
斉藤 日向子ちゃん
 さい とう ひ な こ

（　　　）若　柳
髙橋 楓翔くん
 たか はし ふう と

（　　　）若　柳
三浦 志軌くん
 み うら し き

（　　　）栗　駒
菊地 悠誠くん
 きく ち ゆう せい

（　　　）栗　駒
菅原 遙成くん
 すが わら はる せ

（　　　）栗　駒
髙橋 耀くん
 たか はし よう

（　　　）一　迫
鈴木 晴くん
 すず き てる

（　　　）瀬　峰
髙橋 隼斗くん
 たか はし はや と

（　　　）金　成
鈴木 那結ちゃん
 すず き な ゆ

へい

そく
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

献立作成者

一迫幼稚園　主査　鈴木 傑

※1人当たりの栄養価 ： 294kcal、たんぱく質9.5ｇ、塩分1.6ｇ

地域とつながる ずんだばっと作り

５月

すず   き    すぐる

つぼみ菜春巻き

さ    さ    き     とよ   こ

　鶯沢小学校では、１年生から６年生までが４つのグループに
分かれて活動する「縦割り活動」を大切にしています。
　今の時期は、運動会の練習を始め、上級生は下級生にリレー
や応援のコツを優しく教えています。また、縦割り遊びでも、
全学年が仲良く活動する姿が見られます。この他、花苗植えや
清掃活動でも、上級生が下級生をリードし、下級生はその頼も
しい背中を追って、一生懸命取り組んでいます。
　「お兄さんお姉さん、ありがとう」、「一緒に活動すると楽し
いね」、そうした声があちこちから聞こえる、縦割り活動の
日。学年の垣根を越えた温かな交流が、思いやりの心と、みん
なが安心して過ごせる「心の居場所」を育んでいます。ぜひ、地
域のみなさんも、子どもたちの元気な姿を見守ってください。

笑顔をつなぐ縦割り活動

　若柳子育て支援センターでは、５月
２６日（火）と２７日（水）に、身近な材
料を使って、親子でおもちゃ作りを楽
しむイベントを行います。市内どの地
区からでも参加できます。ぜひ、遊び
に来てください。

手作りおもちゃをつくろう

　３月１０日（火）にお楽しみ会を開催しました。
ふれあい遊びの際には、支援センターの職員に興
味を示してじっと見つめる子や、保護者と見つめ
合ってにっこり笑う子もいました。
　また、プレゼントタイムでは、受け取ったプレ
ゼントを大事そうに握りしめる姿も見られ、心温
まるひとときとなりました。

お楽しみ会
鶯沢子育て支援センター

センターからの連絡帳
　各支援センターでは、施設内の消毒や手洗
いなどの感染防止対策を徹底しています。
　家庭でも感染防止対策をしっかりと行い、
みんなで元気に支援センターへ遊びに来てく
ださい。

支援センターからの連絡帳
　次の行事に参加を希望する場合は、行事を
開催する支援センターに電話で予約してくだ
さい。
●食育講座
　若　柳　６月８日（月）　午前１０時３０分

食生活改善推進員 若柳分会  佐々木 豊子

●種まき・苗植え
　築　館　１９日（火）　午前１１時
　一　迫　１２日（火）　午前１０時３０分
　瀬　峰　２０日（水）　午前１０時３０分　
　鶯　沢　１３日（水）　午前１０時３０分　
　金　成　２１日（木）　午前１０時３０分　　１５日（金）
●手作りおもちゃをつくろう
　若　柳　２６日（火）、２７日（水）　午前１０時３０分
●４月と５月生まれの誕生会
　栗　駒　２２日（金）　午前１０時３０分
　高清水　１９日（火）　午前１１時　　　　　１４日（木）
　志波姫　１９日（火）　午前１０時３０分　　１３日（水）

記号の説明 申込期限申

申

申

申

　一迫幼稚園では、食育の一環として、地域の皆さんと共に栽
培活動に取り組んでいます。昨年度は、年長児がエダ豆やサツ
マイモなどを植え、水やりや草取りをしながら、成長の様子を
楽しみに見守りました。収穫の時期を迎えると、子どもたちは
自分たちで育てた作物を手にし、その喜びを味わっていました。
　その後、収穫したエダ豆を使って、郷土料理の「ずんだばっと」
作りに挑戦しました。子どもたちはエダ豆をつぶすと広がる豊
かな香りや、口に入れたときの優しい甘味など、五感を通して
味わっていました。栽培から調理までを体験したことで、食そ
のものや地域の食文化への関心が深まったように感じます。
　これからも、地域の皆さんとの関わりを大切にし、子どもた
ちが楽しみながら学べる食育活動を進めていきます。

❶

❷

❸
❹

❺

❻

❼

つぼみ菜は固ゆでにして水気を絞り、８セ
ンチメートルの長さに切る。
ニンジンは皮をむいて８センチメートルの
長さに切った後、幅５ミリメートルのス
ティック状にして、２分ほどゆでる。
タケノコは、ニンジンと同じ大きさに切る。
魚肉ソーセージは、横２等分に切った後、
縦４等分に切る。
春巻きの皮に①～④を８分の１ずつ、切った
ソーセージは２本ずつのせて巻き、包む。巻
き終わりに水溶き小麦粉を塗って、留める。
フライパンに油を入れて中火で熱し、⑤を
両面に薄く色がつくまで揚げる。
１本を斜めに切って盛りつける。小鉢に減
塩しょうゆを添える。

つくり方材料（４人分）
つぼみ菜 160g
ニンジン 40g
タケノコ 120g
魚肉ソーセージ 2本
春巻きの皮 8枚
水溶き小麦粉
　　小麦粉 大さじ1
　　水 大さじ2
油 適量
減塩しょうゆ 小さじ4

子育て支援センター
市内にお住まいの人なら、どの支援センターでも
利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に遊びに来てください。

【利用時間】月～金曜日　午前９時～午後５時
●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト鶯沢小学校

ア ル バ ム
思い出の
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イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

5 月
202６年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

凡　例
母子手帳交付日　　　9：00～１２：００

休日の家庭ごみ搬入　８：３０～１１：３０
受入 ☎（52）3080　１３：００～１６：３０

市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403金成延年閣　　　　　 10：30～11：30
イオンスーパーセンター栗原志波姫店
　　　　　　　　　　 15：00～15：40
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30

若柳総合支所　 14：00～14：30
瀬峰総合支所　 14：00～14：30
鶯沢小学校　　 13：35～14：25
鶯沢総合支所　 14：35～14：55
高清水総合支所 15：00～15：30

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談

１ 日（金）

２ 日（土）

３ 日（日）

４ 日（月）

５ 日（火）

６ 日（水）

７ 日（木）

８ 日（金）

９ 日（土）

１０ 日（日）

１１ 日（月）

１２ 日（火）

１3 日（水）

14 日（木）

15 日（金）

16 日（土）

17 日（日）

18 日（月）

19 日（火）

20 日（水）

21 日（木）

22 日（金）

23 日（土）

24 日（日）

25 日（月）

26 日（火）

27 日（水）

28 日（木）

29 日（金）

30 日（土）

31 日（日）

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

11：00～12：00２日（土）、16日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日

11：00～12：0020日（水）
若柳総合体育館 当日正午 若柳総合体育館 （32）3313

19：00～20：0013日（水）、27日（水）

前日
栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）5885栗駒総合体育館
19：00～20：00毎週水曜日

かんたん筋トレストレッチ教室 前日 栗駒総合体育館 （45）588514：00～14：45栗駒総合体育館 毎週金曜日

10：30～11：30２日（土）、16日（土）

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

第２7回白鳥省吾賞受賞作品展 9：00～16：30
8月30日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967
しろ  とり せい　ご

栗原せみね藤まつり 9：00～14：00 瀬峰五輪堂山公園 栗原せみね藤まつり実行委員会
（38）3942

マチカリ 11：00～15：00 築館総合支所 築館商店会　柴田
090（2989）8179

若柳朝市 6：00～8：00
9日、16日、23日、30日も開催 若柳ドリーム・パル 若柳朝市実行委員会

090（6255）6164

レールバイク乗車会 10：00～15：30
３日も開催 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

２０２6栗駒山夏山開き 9：00～ 栗駒山いわかがみ平 田園観光課
（24）7557

栗原フェス2026 10：00～16：00 細倉マインパーク 栗原フェス実行委員会
090（8252）6669

市民講座「くりでんミュージアムが
できるまで」 13：30～15：00 栗原文化会館 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

ジオガイドによる３０分でわかる！
坑道ガイドウォーク

10：00～15：00
17日、24日、31日も開催 細倉マインパーク 栗駒山麓ジオパーク推進協議会

（24）8836

細倉マインパークＧＷ春まつり 10：00～15：00
５日も開催 細倉マインパーク 細倉マインパーク

（55）3215

くりはら田園鉄道公園ＧＷこども
まつり

10：00～17：00
５日も開催 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

花山鉄砲まつり 10：00～ 花山総合支所周辺 花山鉄砲まつり実行委員会
（43）5111

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ　あっぷる 10：00～12：00 ウジエスーパー若柳店 オレンジカフェ　あっぷる
080（9691）4665

つきだて朝市 6：00～8：30
17日も開催 市役所前 築館朝市運営委員会

090（2271）9392

オレンジカフェ　いちごの花 10：00～12：00 コミュニティカフェ　ル・リアン
〔志波姫〕

オレンジカフェ　いちごの花
090（8252）6669

オレンジカフェ「こっから」 10：00～12：00 オレンジカフェ「こっから」
（24）8512和だんす〔鶯沢〕

オレンジカフェ　六日町 10：00～12：00 オレンジカフェ　六日町
（49）1565

グループホーム
チャレンジド岩ケ崎

オレンジカフェ「アクア」 13：30～15：30 オレンジカフェ「アクア」
（24）7820

高清水保健福祉センター
（ほっと館）

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 栗駒総合支所

オレンジカフェ　すまいる 10：00～12：00 オレンジカフェ　すまいる
080（6058）0429オレンジカフェ すまいる〔瀬峰〕

オレンジカフェ「つづらふじ」 10：00～12：00 オレンジカフェ「つづらふじ」
090（8788）3059一迫老人福祉センター

オレンジカフェ『どんぐり』 10：00～12：00 オレンジカフェ『どんぐり』
080（9001）8218湖畔のみせ　旬彩〔花山〕

栗原市メンタルヘルス相談 1日（金） 各保健推進室14：30～17：00市役所 ８日（金）

精神保健福祉士による依存症専門相談
（アルコール・ギャンブルなど） 8日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 13日（水）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 11日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 14日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 12日（火）、 26日（火）

一迫総合支所 21日（木）

各保健推進室10：00～12：00すくすく育児相談 15日（金）築館保健センター

こども家庭センター
（24）881114：00～16：30くりっ子ドクター子育て相談室 26日（火）栗原中央病院 25日（月）

各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 22日（金） 15日（金）市役所

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 13日（水）、 23日（土）

こす もす

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 9日（土）市民活動支援センター

くりはら　おと♪の市 11：00～16：00
31日も開催

イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら　おと♪の市事務局
岩渕 090（1068）5490

くりはら　おと♪の市 11：00～16：00 イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら　おと♪の市事務局
岩渕 090（1068）5490

くりでん乗車会 10：00～15：30
５日も開催 くりはら田園鉄道公園 くりはら田園鉄道公園

（24）7961

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

オレンジカフェ　若柳しもまち 10：00～12：00 若柳下町コミュニティセンター オレンジカフェ　若柳しもまち
090（7069）5507

藍フェア２０２6 10：00～16：00 愛藍人・文字 愛藍人・文字
（47）2141

あいらん  ど　 もん  じ

定期救命講習 9：00～12：00
申込：11日まで 消防庁舎 消防本部警防課

（22）8510

※ オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

築館

築館

築館

築館

若柳・イオン・
志波姫小

若柳・イオン・志波姫小

瀬峰総・高清水総

瀬峰総・高清水総

築館・若柳・栗駒

延年閣 延年閣

鶯沢総・鶯沢小



１５　　広報くりはら　令和８年５月１日 広報くりはら　令和８年５月１日　　１４

▲リーブノートレイスの普及活動を昨年実施 ※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

栗駒山麓ジオパーク特産商品「栗駒山麓のめぐみ」
　第５回募集で新たに認定した「栗駒山麓のめぐみ」から、市内の老舗菓子店である志んこやが、高
校生と共同開発した商品「穂なんしぇ」を紹介します。

●地元で愛される「志んこや」
　若柳地区で長く親しまれてき
た「志んこや」は、創業から１００
年以上続く老舗の菓子店です。
地元の素材を大切にしながら、
昔ながらの味わいと新しい発想
を組み合わせた菓子づくりが魅
力です。お店一番の人気商品で
ある、宮城県産ササニシキを
１００パーセント使用した「し
んこもち」をはじめ、素朴な和
菓子から、季節の恵みを生かし
た創作菓子まで、幅広く手がけ
ています。
　また、たくさんの商品が並ぶ
店内には民芸品も飾られ、その
優しい雰囲気も魅力の１つです。
●老舗と高校生のコラボ
　今回「栗駒山麓のめぐみ」に認
定された「穂なんしぇ」は、栗駒
山麓の豊かな恵みを生かした、
やさしい甘さとしっとりした口

当たりが魅力の焼菓子です。
　この商品の最大の特徴は、市
内の迫桜高等学校の生徒と共同
開発によって誕生した商品であ
ることです。高校生の若い感性
と、老舗の志んこやが長年培っ
てきた菓子づくりの技が出会
い、何度も試作を重ねながら

「栗原らしさをお菓子で表現す
る」という共通の思いを形にし
ました。栗原産のひとめぼれを
使用した米粉の生地は、甘さ控
えめでありながらも、素材の風
味を大切にし、誰にとっても食
べやすく優しい味わいに仕上げ
たことで、世代を問わず親しま
れる一品です。
　志んこやでは、この穂なん
しぇの他、看板商品の「しんこ
もち」も「栗駒山麓のめぐみ」に
認定されています。
　栗駒山から流れる三本の迫川

がもたらした豊かな土壌が、こ
の２つの商品に深く関わる食材

「米」を生み出し、栗原の大地と
結びついた商品と言えます。各
商品は店頭販売の他、イベント
などでも購入できます。

▲認定者「志んこや」阿部勘也さん

▲新規認定商品の「穂なんしぇ」

地球に優しくアウトドアを楽しむための企画展を開催
　栗駒山麓ジオパークビジターセンターでは、環境負荷を最小
にして、アウトドアを楽しむ環境倫理プログラム「ＬＥＡＶＥ 
ＮＯ　ＴＲＡＣＥ」を紹介する企画展を開催します。
　これからの季節にお薦めな、世界谷地の散策や栗駒山登山を
楽しむ際に、大切な考え方を知る機会になります。ぜひ、お越
しください。

●日　時　５月２日（土）～８月３１日（月）
　　　　　午前９時～午後５時
　　　　　※毎週火曜日は休館
●入場料　無料

築館高等学校
　現在の築館高等学校は再編・統合により誕生し、今年で
２２年目を迎えます。
　生徒たちは「３年後、なりたい自分がそこにいる」を
キャッチフレーズに、日々の学習や部活動、ボランティア
活動、探究活動などに積極的に挑戦しています。総合的な
探究の時間では「くりはらプロジェクト」として、地域の課
題解決に向けた提言をまとめるため、各自のテーマに沿っ
た地域でのフィールドワークや個人探究を展開しています。
一迫商業キャンパス情報ビジネス科
　令和７年度に築館高等学校に設けられた一迫商業キャン
パス情報ビジネス科では、地域の事業所と連携して学ぶ

「栗原版デュアルシステム」を実施しています。これは、地
域の産業界と連携し、職業人材の育成を目的にしていま
す。生徒たちは、市内の企業で、実習を通して実践力を高
めます。また、１年間の取り組み成果は、外部の人たちを
招いた報告会で発表しています。

地域と共に成長する

●本のリサイクルフェア
　図書館で貸し出しを終了した実用書
や小説、児童書を無料で譲ります。
　気に入った本は、自由に持ち帰りく
ださい。

日時　５月３０日（土）、３１日（日）
　　　午前９時～午後４時
場所　市立図書館
※混雑状況により入場制限を行うことがあります。
※持ち帰り用の袋は各自で用意してください。

                                                                                                                                                                                    リ ー ブ

ノ ー ト レ イ ス

▲探究活動「フィールドワーク」

▲地域と連携した活動の様子

農家が教える草を生やす農業
農文協 編　農山漁村文化協会

　土を裸にしないことで、いろんな微生
物が増えて土が豊かになる「草を生やす
農業」。その技術であるリビングマル
チ・カバークロップ・草生栽培について
解説する。

かぶと
藤川 智子 作　講談社

　「悪いことがさるように」という願いを
込めてつくられたのは、どんなかぶと？

「なんども生まれ変わるように」とつくら
れたのは？いろいろな思いを込められた
かぶとを紹介します。折り紙のかぶとの
折り方も掲載。

ふじ  わら     とも    こ

築館高等学校
ウェブサイト

一迫商業キャンパス
ウェブサイト

情報交換プラザ展示

※個人・グループ活動の発表をしてみませんか。無料で利用できます。

図書館マナーアップ運動
期 間　５月３１日（日）まで

114

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の

場合、その翌日も休館）

お知らせ
お す す め今月の 本



１７　　広報くりはら　令和８年５月１日 広報くりはら　令和８年５月１日　　１６各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１

市からのお知らせ市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。
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踏
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桜
の
季
節
が
過
ぎ
、
力
強
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芽
吹
く
新
緑
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よ
う
に
、
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者
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躍
に
期
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新
た
な
風
が
運
ぶ
希
望
の
春

令
和
８
年
度
栗
原
市

職
員
採
用
試
験

社
会
人
経
験
者（
高
校
卒
業
程
度
）

●
採
用
職
種
・
採
用
人
数
　

□
行
政
　
　
　
　
　
５
人
程
度

□
建
築
　
　
　
　
　
数
人
程
度

□
土
木
　
　
　
　
　
数
人
程
度

●
受
験
資
格

行
政
職
　

□
昭
和
62
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

建
築
、
土
木
職
　

□
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
13
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人

※

職
務
経
験
は
、
試
験
案
内
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
・
第
１
次
試
験
日

　
　
市
役
所
敷
地
内
掲
示
板
と
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

上
級
・
中
級

●
第
１
次
試
験
日
　
７
月
12
日（
日
）

●
試
験
会
場
　
市
役
所

※

会
場
は
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
採
用
職
種
・
採
用
人
数

□
行
政
　
　
　
　
　
５
人
程
度

□
保
健
師
　
　
　
　
数
人
程
度

□
学
芸
員
　
　
　
　
数
人
程
度

□
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

数
人
程
度

□
司
書（
行
政
）　
　
数
人
程
度

●
試
験
案
内
な
ど
の
配
布
　
市
役

所
敷
地
内
掲
示
板
と
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
ま
た
、
試
験
案
内
　
と
申
込

書
　
は
、
問
い
合
わ
せ
先
と
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で

配
布
し
ま
す
。

共
通
事
項

●
申
し
込
み
　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
電
子
申
請

ま
た
は
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
に

持
参
ま
た
は
、
郵
送
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
試
験
方
法
　
第
１
次
試
験
、
第

２
次
試
験
が
あ
り
ま
す
。
第
２

次
試
験
は
、
第
１
次
試
験
の
合

格
者
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

※

受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
試
験
案
内

ま
た
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
す

る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
人
事
課

　
〒
９
８
７-

２
２
９
３

　
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番

１
号
　
　
　
☎（
22
）１
１
５
９

宮
城
県
内
市
町
村
合
同

就
職
セ
ミ
ナ
ー

　
県
内
市
町
村
職
員
を
目
指
す
人

を
対
象
に
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
が
開

催
さ
れ
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
13
日（
水
）

　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
3
時
20
分

●
場
所
　
宮
城
県
庁

●
対
象
　
令
和
９
年
３
月
に
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
な
ど
を

卒
業
予
定
の
人
、
県
内
市
町
村

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
総
務
部
人
事
課☎（

22
）１
１
５
９

た
め
池
な
ど
の
水
難

事
故
に
注
意

　
農
業
用
水
の
か
ん
が
い
期
は
、

水
路
が
増
水
す
る
時
期
で
す
。
水

の
流
れ
も
非
常
に
速
く
な
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
水
の
事

故
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
特
に
、
子
ど
も
の
水
難
事
故
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
た
め
池

や
水
路
、
頭
首
工
、
河
川
か
ら
の

取
水
口
、
ダ
ム
、
沼
な
ど
で
は
、

子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
　

　
産
業
経
済
部
農
村
整
備
課

☎（
22
）１
１
３
８

　
高
清
水
城
跡
は
高
清
水
地
区
東

館
、
桜
丁
に
所
在
す
る
中
世
か
ら

近
世
の
城
館
遺
跡
で
す
。
寛
政
年

間（
1
7
8
9
〜
1
8
0
1
年
）に

書
か
れ
た『
高
清
水
拾
遺
志
』※
に

は
、
高
泉
直
堅
が
天
文
年
間（
1
5

3
2
〜
1
5
5
5
年
）に
築
城
し

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、

慶
長
9（
1
6
0
4
）年
に
亘
理
重

宗
が
高
清
水
の
地
を
治
め
、
宝
暦

7（
1
7
5
7
）年
に
石
母
田
興
頼

の
居
所
と
な
り
ま
し
た
。
貞
享
4

（
1
6
8
7
）年
以
降
、
高
清
水
城

は
高
清
水
要
害
と
呼
ば
れ
、
明
治

維
新
ま
で
城
に
次
ぐ
仙
台
藩
領
の

軍
事
的
な
拠
点
で
し
た
。
江
戸
時

代
に
描
か
れ
た
絵
図
を
見
る
と
、

水
堀
と
土
塁
が
巡
っ
て
お
り
、
門

や
櫓
な
ど
の
施
設
が
描
か
れ
て
い

ま
す
。
明
治
6（
1
8
7
3
）年
に

石
母
田
氏
の
邸
宅
の
一
部
を
利
用

し
て
小
学
校
が
開
校
し
、
昭
和
22

（
1
9
4
7
）年
に
は
小
学
校
の
校

舎
の
一
部
を
利
用
し
て
中
学
校
が

開
校
し
ま
し
た
。

　
高
清
水
城
跡
で
は
、
こ
れ
ま
で

各
種
工
事
に
伴
っ
て
、
発
掘
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
公
園

整
備
の
た
め
の
発
掘
調
査
を
令
和

7
年
8
月
か
ら
令
和
8
年
1
月
ま

で
実
施
し
、
絵
図
に
描
か
れ
て
い

る
近
世
高
清
水
要
害
の
本
丸（
居

所
）の
堀
跡
２
条
、
絵
図
面
に
描

か
れ
て
い
な
い
大
溝
跡
１
条
を
確

認
し
ま
し
た
。
主
な
出
土
遺
物
は

中
世
の
陶
器
片
、
近
世
の
陶
磁
器

片
、
学
校
関
係
の
遺
物
と
し
て
硯

が
出
土
し
、
持
ち
主
と
思
わ
れ
る

名
前
が
刻
ま
れ
た
も
の
も
あ
り
ま

し
た
。
発
掘
調
査
に
よ
り
、
近
世

高
清
水
要
害
に
お
け
る
本
丸（
居

所
）の
規
模
が
徐
々
に
明
ら
か
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

※

高
清
水
の
農
夫
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
歴

史
書教

育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

で
空
き
家
を
活
用

　
市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
を
有

効
活
用
す
る
た
め
、
住
ま
い
る
栗

原
ホ
ー
ム
サ
ー
チ
事
業（
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
）を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
空
き
家
の
所
有
者

か
ら
の
情
報
を
、
空
き
家
を
買
い

た
い
、
ま
た
は
、
借
り
た
い
人
に

紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　
空
き
家
の
所
有
者
や
活
用
し
た

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
定
住
戦
略
室
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
書
類

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

空
き
家
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
登
録

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
企
画
部
定
住
戦
略
室

☎（
22
）１
１
２
５

住
ま
い
る
栗
原
空
き
家

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　
住
ま
い
る
栗
原
ホ
ー
ム
サ
ー
チ

事
業（
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
）を
利

用
し
て
空
き
家
を
取
得
ま
た
は
、

３
年
以
上
の
賃
貸
を
し
た
転
入
者

に
対
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
を

助
成
し
ま
す
。

※

転
入
者
と
は
、
助
成
金
交
付
申
請
日
時

点
で
、
転
入
か
ら
３
年
未
満
の
人
で
す
。

※

そ
の
他
、
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
助
成
額
　
助
成
対
象
経
費
の
合

計
額
か
ら
、
他
の
補
助
金
な
ど

を
差
し
引
い
た
金
額
の
、
２
分

の
１
以
内
の
金
額（
下
限
５
万

円
、
上
限
70
万
円
）を
助
成
し

ま
す
。

●
申
請
方
法
　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

着
手
の
14
日
前
ま
で
、
定
住
戦

略
室
ま
た
は
、
各
総
合
支
所
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
類
は
、
栗
原
市
移
住
定
住
サ

イ
ト「
き
て
み
ら
い
ん
く
ら
し
た
い

栗
原
」で
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
　
　

　
企
画
部
定
住
戦
略
室

☎（
22
）１
１
２
５

６
月
 30
日
ま
で

春
の
農
作
業
安
全

確
認
運
動
期
間

　
農
作
業
時
は
、
次
の
こ
と
に
注

意
し
、心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
作
業

で
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

●
農
作
業
安
全
の
実
践
・
確
認
項
目

□
休
憩
の
取
れ
る
無
理
の
な
い

作
業

□
農
作
業
や
機
械
作
業
に
適
し

た
服
装

□
点
検
・
整
備
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
停
止

□
油
断
せ
ず
後
方
確
認
、
足
元

注
意

□
慎
重
な
ほ
場
へ
の
出
入
り
、

慎
重
な
あ
ぜ
越
え

□
農
道
の
走
行
時
は
、
路
肩
の

状
況
を
確
認

□
道
路
走
行
に
備
え
、
反
射
板

を
装
着

道
路
に
泥
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
な
ど
を

使
用
し
た
農
作
業
後
に
田
や
畑
か

ら
公
道
へ
出
る
際
に
は
、
必
ず
泥

を
落
と
し
て
か
ら
走
行
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　
や
む
を
得
ず
道
路
を
汚
し
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
清
掃

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
農
政
園
芸
課

☎（
22
）１
１
３
５

きてみらいん
くらしたい栗原

住まいる栗原
空き家リフォーム

助成事業

た
か

　 し

　  

み
ず 

じ
ょ
う 

あ
と

249 市
内
の
文
化
財
散
策

高
清
水
城
跡
発
掘
調
査
の
概
要

▲大溝跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
う 

い
　 

し

　
　
　
　
　た
か
い
ず
み
な
お 

か
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

わ
た
　
り
　
し
げ

む
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
し
　
も
　
　
だ
　
さ
だ  

よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

じ
ょ
う
き
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　 

　
　  

よ
う  

が
い

　
　 

や
ぐ
ら

す
ず
り



各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１１９　　広報くりはら　令和８年５月１日 広報くりはら　令和８年５月１日　　１８

市からのお知らせ市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。

地
震
に
備
え
た
各
種

助
成

木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成
事
業

　
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
し

た
市
内
の
住
宅
で
所
有
者
が
耐
震

診
断
を
希
望
す
る
場
合
、
診
断
士

を
派
遣
し
て
耐
震
診
断
と
耐
震
改

修
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

●
対
象
住
宅

□
現
在
居
住
し
て
い
る
ま
た
は
、

居
住
予
定
の
木
造
住
宅

※

在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
、
枠
組
壁

工
法
の
３
階
建
て
ま
で
で
、
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ

た
住
宅
が
対
象

□
過
去
に
こ
の
制
度
を
利
用
し

て
い
な
い
住
宅

●
助
成
金
額
　
14
万
２
４
０
０
円

●
自
己
負
担
額
　
延
べ
床
面
積
が

２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の

場
合
　
　
　
　
　
８
４
０
０
円

※

延
べ
床
面
積
が
２
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
を
超
え
る
場
合
、
延
べ
床
面
積
に

応
じ
て
自
己
負
担
額
が
増
加
し
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
工
事
促
進
助

成
事
業

　
市
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
助
成

事
業
で
耐
震
性
能
が
基
準
を
満
た

し
て
い
な
い
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

耐
震
改
修
工
事
ま
た
は
、
建
て
替

え
工
事
を
行
う
場
合
、
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
工
事

□
耐
震
改
修
工
事

□
既
存
の
住
宅
を
取
り
壊
し
て

行
う
建
て
替
え
工
事

□
耐
震
改
修
工
事
に
併
せ
た
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事

※

過
去
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
い
な

い
住
宅
が
対
象
で
す
。

●
交
付
金
額
　
耐
震
化
工
事
に
か

か
る
経
費
の
80
パ
ー
セ
ン
ト

□
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
場
合

上
限
１
１
５
万
円

□
既
存
の
住
宅
を
取
り
壊
し
て

建
て
替
え
工
事
を
行
う
場
合

上
限
１
１
５
万
円

□
耐
震
改
修
工
事
に
併
せ
て
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
ま
た
は
、
建

て
替
え
工
事
を
行
う
場
合

上
限
10
万
円
を
加
算

※

10
万
円
以
上
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

を
行
っ
た
場
合
に
限
り
ま
す
。

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
除
却
事
業

　
地
震
に
よ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
倒
壊
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、

道
路
に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど

の
除
却
や
フ
ェ
ン
ス
な
ど
の
設
置

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

所
有
者
や
管
理
者

※

事
業
者
は
除
く

●
対
象
と
な
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

□
私
道
を
除
く
道
路
に
近
接
し

て
い
る
、
高
さ
１
メ
ー
ト
ル

以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
、
転

倒
お
よ
び
倒
壊
の
危
険
性
が

あ
る
も
の

※

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
擁
壁
の
上
に
あ
る

　
場
合
、擁
壁
を
含
む
高
さ
が
１
メ
ー

　
ト
ル
以
上
の
も
の
が
対
象

※

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
該
当
す
る
か

市
が
現
場
確
認
を
行
い
ま
す
。

●
助
成
金
額
　
危
険
と
判
断
さ
れ

た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
除
却
費
用
や

高
さ
を
低
く
す
る
工
事
、
新
た

に
設
置
す
る
植
栽
や
フ
ェ
ン
ス

の
設
置
工
事
費
が
助
成
対
象
で

す
。

※
助
成
金
額
は
工
事
内
容
に
よ
り
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

家
具
転
倒
防
止
器
具
取
付
事
業

　
地
震
に
よ
る
家
具
の
転
倒
・
落

下
は
、
け
が
の
原
因
に
な
る
他
、

避
難
経
路
を
ふ
さ
ぐ
恐
れ
が
あ
る

た
め
家
具
転
倒
防
止
器
具
の
取
り

付
け
作
業
が
困
難
な
世
帯
へ
作
業

員
を
派
遣
し
ま
す
。

●
対
象
世
帯

□
65
歳
以
上
の
み
の
世
帯

□
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人
が
い
る
世
帯

※
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
18
歳
以
上
65
歳
未

満
の
人
が
同
居
し
て
い
る
場
合
を

除
く
。

□
母
子
世
帯

●
対
象
家
具
と
数
量
　
た
ん
す
、

食
器
棚
、
本
棚
、
そ
の
他
床
置

き
型
家
具
類
５
点
ま
で

※

テ
ー
ブ
ル
、
机
、
い
す
、
電
化
製
品

を
除
く

●
自
己
負
担
額
　
取
り
付
け
る
器

具（
Ｌ
字
金
具
・
つ
っ
ぱ
り
棒
な

　
ど
）の
代
金
は
申
請
者
が
負
担

共
通
事
項

　
各
事
業
へ
の
申
し
込
み
を
希
望

す
る
人
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限
　
12
月
28
日（
月
）

※

予
定
件
数
に
達
し
た
場
合
は
、
そ
の
時

点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

電
気
自
動
車
な
ど
の

購
入
補
助
制
度

　
地
球
温
暖
化
防
止
の
推
進
や
大

気
汚
染
の
改
善
を
図
る
た
め
、
二

酸
化
炭
素
削
減
効
果
が
高
い
電
気

自
動
車
な
ど
の
購
入
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
市
内
に
居
住
し
て
い

る
個
人
ま
た
は
、
市
内
に
事
業

所
や
事
務
所
が
あ
る
事
業
者（
法

　
人
）で
、
電
気
自
動
車
な
ど
を

新
た
に
購
入
し
た
人

※

条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
車

□
電
気
自
動
車

□
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

自
動
車

□
燃
料
電
池
自
動
車

※

自
動
車
検
査
証
の
初
度
登
録
年
月
が
、

令
和
８
年
４
月
以
降
の
新
車
が
対
象

※

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
は
対
象
外

●
補
助
金
額
　
１
台
当
た
り
10
万
円

●
補
助
金
交
付
予
定
件
数
　
10
件

※

先
着
順

●
申
込
期
間
　
５
月
７
日（
木
）〜

　
令
和
９
年
２
月
26
日（
金
）

※

申
請
額
が
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、

　
そ
の
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
問
い
合
わ

せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

本
事
業
は
、
県
税
の「
み
や
ぎ
環
境
税
」

　
か
ら
、
市
へ
交
付
さ
れ
る
補
助
金
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

高
齢
者
安
全
運
転
支
援

装
置
設
置
費
補
助
金

　
ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
い
に
よ
る

急
発
進
を
抑
制
す
る
車
の
安
全
運

転
支
援
装
置
を
後
付
け
で
設
置
し

た
人
に
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人

□
昭
和
32
年
３
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
市
内
に
居
住
す
る
人

□
有
効
期
限
内
の
自
動
車
運
転

免
許
証
が
あ
る
人

□
市
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

●
対
象
車
両
　
次
の
要
件
を
全
て

満
た
す
自
動
車

□
国
土
交
通
省
の
性
能
認
定
を

受
け
た
安
全
運
転
支
援
装
置

を
設
置
し
た
車
両（
自
動
二

輪
車
を
除
く
）

□
自
家
用
車
両

□
自
家
用
車
両
の
所
有
者
と
使

用
者
が
補
助
金
を
申
請
す
る

人
と
同
じ
で
あ
る
こ
と

●
助
成
金
額

□
障
害
物
検
知
機
能
付
き
装
置

の
場
合
　
上
限
４
万
円

□
障
害
物
検
知
機
能
が
な
い
装

置
の
場
合
　
上
限
２
万
円

●
申
し
込
み
　
次
の
①
、
②
の
手

順
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
安
全
運
転
支
援
装
置
の
取
扱

店
で
設
置

②
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
書
を
提
出

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

高
齢
者
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

購
入
費
補
助
金

　
70
歳
以
上
の
人
の
み
が
居
住
す

る
世
帯
で
、初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
購
入
す
る
人
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
次
の
要
件
を
全
て
満

た
す
人

□
昭
和
32
年
３
月
31
日
以
前
に

生
ま
れ
た
市
民
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
未
所
持
の
世
帯

□
令
和
９
年
３
月
31
日（
水
）ま

で
に
、自
身
が
使
用
す
る
目
的

　
で
指
定
販
売
店
か
ら
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
初
め
て
購
入
し
、

モ
バ
イ
ル
デ
ー
タ
通
信
契
約
※

　
を
し
た
人

※

携
帯
電
話
会
社
が
提
供
す
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
の
こ
と

※

携
帯
電
話
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
の
機
種
変
更
を
含
む

□
市
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

□
市
防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信

機
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
人

□
購
入
後
に
栗
原
市
安
全
安
心

　
メ
ー
ル
ま
た
は
、市
公
式
Ｌ
Ｉ

　
Ｎ
Ｅ
を
登
録
し
た
人

●
助
成
金
額
　
　
　
最
大
２
万
円

※

本
体
購
入
費
、
充
電
器
購
入
費
用
、

事
務
等
手
数
料
の
合
計
金
額
に
対
し

て
補
助
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
次
の
①
〜
③
の
手

順
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
指
定
販
売
店
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

　
ン
を
購
入
し
、
栗
原
市
安
全

安
心
メ
ー
ル
ま
た
は
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
登
録

②
店
舗
備
え
付
け
の
申
請
書
に

証
明
印
を
押
印
し
て
も
ら
う

③
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
書
を
提
出

●
指
定
販
売
店
　
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ

築
館
店
、
ド
コ
モ
シ
ョ
ッ
プ
栗

原
店
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
築
館
、

a
u
シ
ョ
ッ
プ
築
館
店

※

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

防
犯
対
策
用
品
購
入

設
置
費
補
助
金

　
防
犯
対
策
用
品
の
購
入
や
設
置

費
用
を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
次
の
全
て
に
該
当
す

る
人

□
市
内
に
住
所
が
あ
り
居
住
し

て
い
る
人

□
助
成
を
受
け
る
本
人
と
本
人

の
属
す
る
世
帯
員
全
員
が
、市

　
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

□
助
成
を
受
け
る
本
人
と
本
人

の
属
す
る
世
帯
員
全
員
が
、

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
、
ま

た
、
そ
れ
ら
と
関
わ
り
を
持
っ

　
て
い
な
い
こ
と

●
対
象
と
な
る
物

　
□
防
犯
カ
メ
ラ

　
□
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト

　
□
防
犯
フ
ィ
ル
ム

　
□
補
助
錠
　
な
ど

●
補
助
金
額
　
　
　
上
限
２
万
円

●
申
込
期
限
　
令
和
９
年
３
月
31

日（
水
）

※

申
請
額
が
予
算
額
に
達
し
た
場
合
は
、

　
そ
の
時
点
で
受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
　
次
の
①
、
②
の
手

順
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
防
犯
対
策
用
品
を
購
入
、設
置

②
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス

課
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
請
書
を
提
出

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

栗原市テレビ回覧板

　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」で、市政情報の発信を行って
います。ぜひ、ご覧ください。
●掲載情報
　市政情報、観光情報、災害情報（避難所開設など）
●利用方法

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって
異なります。

※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合
は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が
登録されているか確認してください。

❶
❷
❸

ｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を選択し、決定ボタン
を押す

企画部市政情報課　☎（22）１１２６

テレビのリモコンの５チャンネ
ルを押す
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高
齢
者
補
聴
器
購
入

費
助
成
金

　
聴
力
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
家

族
や
友
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
取
り
に
く
い
高
齢
者
を
対
象

に
、
補
聴
器
の
購
入
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
の
人

□
身
体
障
害
者
手
帳（
聴
覚
障

害
）が
交
付
さ
れ
て
い
な
い
人

□
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が
40
デ

シ
ベ
ル
以
上
で
、
聴
力
低
下

に
よ
り
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
り
、
耳
鼻
咽
喉
科
の
医
師

か
ら
補
聴
器
の
必
要
性
を
認

め
る
旨
の
書
類
を
発
行
し
て

も
ら
え
る
人

□
助
成
を
受
け
る
本
人
と
配
偶

者
が
市
民
税
非
課
税
で
あ
る

こ
と

□
助
成
を
受
け
る
本
人
と
本
人

の
属
す
る
世
帯
員
全
員
が
、市

　
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

□
助
成
を
受
け
る
本
人
と
本
人

の
属
す
る
世
帯
員
全
員
が
、

暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
、
ま

た
、そ
れ
ら
と
関
わ
り
を
持
っ

　
て
い
な
い
こ
と

●
対
象
費
用
　
医
療
機
器
認
定
を

受
け
た
補
聴
器
本
体
の
購
入
に

か
か
る
費
用（
上
限
３
万
円
）

●
注
意
事
項

□
医
療
機
器
認
定
を
受
け
て
い

な
い
製
品
は
対
象
外
で
す

□
補
聴
器
本
体
以
外
の
費
用（
医

療
機
関
の
受
診
費
用
、修
理
・

　
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
付
属
品
や

消
耗
品
の
購
入
費
用
な
ど
）

　
や
、
市
の
交
付
決
定
前
に
購

入
し
た
製
品
は
対
象
外
で
す

□
必
要
書
類
は
、
問
い
合
わ
せ

先
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
申

請
前
に
、
必
ず
問
い
合
わ
せ

先
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　
市
民
生
活
部
介
護
福
祉
課

☎（
22
）１
３
５
０

低
所
得
世
帯
物
価
高
騰

対
策
給
付
金
の
申
請
は

５
月

 29
日
ま
で

　
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
非

課
税
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
見
込
ま
れ
る
世
帯
に
、
２

月
中
旬
に
案
内
を
送
付
し
ま
し
た
。

申
請
を
ま
だ
し
て
い
な
い
場
合
は
、

期
限
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

●
対
象
者
　
令
和
７
年
12
月
１
日

時
点
で
、
世
帯
全
員
が
令
和
７

年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯

※

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶

養
親
族
の
み
の
世
帯
は
対
象
外
。

●
給
付
金
額
　
１
世
帯
あ
た
り
１

万
円

●
申
込
期
限
　
５
月
29
日（
金
）

●
申
込
方
法
　
確
認
書
ま
た
は
申

請
書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
住
民
税
の
申
告
が
済

ん
で
い
な
い
人
は
、
税
務
課
ま

た
は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
入
が
な
い
人
で
も
、
申
告
を

し
て
い
な
い
と
課
税
内
容
が
確

認
で
き
ず
、
給
付
対
象
に
な
り

ま
せ
ん
。

　
市
民
生
活
部
社
会
福
祉
課

☎（
22
）１
３
４
０

軽
自
動
車
税
口
座
振
替

利
用
者
の
納
税
証
明
書

　
軽
自
動
車
税
納
付
確
認
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
伴
い
、
車
検
時
に
提

示
が
必
要
と
さ
れ
た
納
税
証
明
書

が
原
則
不
要
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
こ
れ
ま
で
口
座
振
替
で

軽
自
動
車
税
を
納
付
し
た
人
へ
送

付
し
て
い
た
納
税
証
明
書
は
、
令

和
８
年
度
か
ら
送
付
し
ま
せ
ん
。

　
令
和
８
年
度
分
の
口
座
振
替
は

６
月
１
日（
月
）で
す
。
納
付
確
認

シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ
る
ま
で
２

週
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
情
報
が

登
録
さ
れ
る
前
に
車
検
を
受
け
る

場
合
は
、
紙
の
納
税
証
明
書
が
必

要
で
す
。
紙
の
納
税
証
明
書
が
必

要
な
場
合
は
、
車
検
証
を
持
参
し
、

窓
口
備
え
付
け
の
申
請
書
に
記
入

の
上
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
、

各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
口
座
振
替
直
後
の
場
合
、

市
の
窓
口
で
納
税
状
況
が
確
認
で

き
な
い
た
め
、
前
年
度
分
の
有
効

期
間
を
延
長
し
た
納
税
証
明
書
を

交
付
し
ま
す
。
な
お
、
過
去
の
納

税
状
況
に
よ
り
交
付
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

軽
自
動
車
税
の
減
免

申
請

　
身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
人

な
ど
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
請
期
限
　
５
月
25
日（
月
）

※

令
和
７
年
度
に
減
免
を
受
け
た
人
に

は
、
案
内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

●
申
請
方
法
　
次
の
書
類
を
添
え

て
、
税
務
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

□
減
免
申
請
書

※
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
個
人
番
号
確
認
書
類
と
本
人

確
認
書
類

※

申
請
書
に
は
、
納
税
義
務
者
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
で
す
。

□
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病

者
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど

□
運
転
す
る
人
の
免
許
証
の
写
し

□
車
検
証
ま
た
は
自
動
車
検
査

証
記
録
事
項
の
写
し

□
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

※

減
免
は
、該
当
者
１
人
に
つ
き
１
台
。

※

自
動
車
税（
県
税
）と
の
重
複
適
用
不
可

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

マ
イ
広
報
紙
で
広
報

く
り
は
ら
を
公
開
中

　
広
報
紙
を
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
閲
覧
で
き
る
サ
ー

ビ
ス「
マ
イ
広
報
紙
」で
、
広
報
く

り
は
ら
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　
多
言
語
翻
訳
や
、
音
声
読
み
上

げ
に
対
応
し
て
い
る
他
、
気
に
な

る
記
事
を
家
族
や
友
人
な
ど
に
共

有
で
き
る
機
能
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
よ
り
使
い

や
す
く
し
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容

●
デ
ザ
イ
ン
変
更

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
変

更
し
、
情
報
を
見
や
す
く
整
理
し

ま
し
た
。

●「
や
さ
し
い
日
本
語
」に
対
応
　

　
掲
載
し
て
い
る
内
容
を「
や
さ

し
い
日
本
語
」に
自
動
変
換
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
難
し
い
言
葉
を
簡
単
な
言

葉
に
置
き
換
え
、
理
解
し
や
す
く

な
り
ま
し
た
。

●
多
言
語
対
応
の
強
化

　
自
動
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
に
ベ
ト
ナ

ム
語
、
ネ
パ
ー
ル
語
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
を
追
加
し
ま
し
た
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

栗
原
市
公
式
L
I
N
E

　
市
で
は
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ

ウ
ン
ト
を
開
設
し
、
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
防
災
情
報
な
ど
の
お
知
ら
せ

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
友
だ
ち
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

主
な
機
能

●
３
画
面
の
メ
ニ
ュ
ー
　
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
の
知
り
た
い
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

●
欲
し
い
情
報
を
選
ん
で
受
信

　
　
受
信
設
定
を
行
う
こ
と
で
、

受
け
取
り
た
い
分
野
の
情
報
を

選
ん
で
受
信
で
き
ま
す
。
ま
た
、

　
安
全
安
心
メ
ー
ル
を
L
I
N
E

　
で
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
通
報
機
能
　
道
路
や
防
犯
灯
の

異
常
、
公
園
の
不
具
合
、
鳥
獣

の
目
撃
情
報
、
犬
猫
な
ど
の
死

骸
の
発
見
場
所
な
ど
を
位
置
情

報
と
写
真
を
添
付
し
、
市
に
連

絡
で
き
ま
す
。

●
ご
み
の
分
別
検
索
　
ト
ー
ク
画

面
で
、
捨
て
た
い
物
の
名
称
を

入
力
・
送
信
す
る
と
、
ご
み
の

種
別
や
分
別
方
法
が
自
動
返
信

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
地
区
ご
と

の
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー
を
随
時
配

信
し
て
い
ま
す
。

登
録
方
法

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
Ｉ
Ｄ
検
索
で

「
＠
ｋ
ｕ
ｒ
ｉ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
ｃ
ｉ
ｔｙ
」

と
入
力
し
て
検
索
す
る
か
、
次
の

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
、

友
だ
ち
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
用
具

無
料
貸
し
出
し

●
貸
し
出
し
用
具
　
モ
ル
ッ
ク
、

ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

　
ツ
用
具

※

貸
し
出
し
用
具
の
詳
細
は
、
市
ウ
ェ

　
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る「
ニ
ュ
ー

　
ス
ポ
ー
ツ
用
具
・
管
理
場
所
一
覧
」で

　
確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
借
用
申
請
　
社
会
教
育
課
ま
た

は
、
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
に
用
具
の
貸
し
出
し
状
況

を
確
認
し
、
各
窓
口
で
借
用
申

請
書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
用
具
の
受
け
取
り
と

返
却
は
申
請
者
に
行
っ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
申
請
の
際
、
用
具

の
受
け
取
り
日
時
や
場
所
に
つ

い
て
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の

講
師
派
遣
を
希
望
す
る
場
合
は
、

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※

講
師
謝
礼
は
、
自
己
負
担
で
す
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４ 

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

「
目
指
せ
！
日
本
一
」

全
国
大
会
等
参
加
補
助
金

　
予
選
会
を
経
て
、
東
北
大
会
、

全
国
大
会
な
ど
に
参
加
す
る
市
内

在
住
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
選
手
に

対
し
て
、
交
通
費
や
宿
泊
費
を
助

成
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人

□
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

□
市
内
小
・
中
学
校
の
児
童
、

生
徒

□
市
内
の
競
技
団
体
に
登
録
し

て
い
る
市
民

□
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、市
ス
ポ
ー

　
ツ
少
年
団
に
加
盟
登
録
し
て

い
る
団
体
と
所
属
す
る
人

●
助
成
内
容
　
大
会
参
加
費
、
交

通
費
、
宿
泊
費（
上
限
１
人
１

泊
１
万
２
千
円
、
小
学
生
以
下

７
千
円
）の
２
分
の
１

※

他
団
体
か
ら
助
成
が
あ
る
場
合
は
、

対
象
経
費
か
ら
差
し
引
き
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
大
会
な
ど
に
参
加

す
る
14
日
前
ま
で

※

参
加
後
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
　
申
請
書
　
に
必
要

書
類
を
添
え
て
、
社
会
教
育
課

ま
た
は
、各
総
合
支
所
市
民
サ
ー

　
ビ
ス
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

そ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

漏
水
か
も
と
思
っ
た
ら

連
絡
を

　
晴
れ
た
日
で
も
道
路
が
濡
れ
て

い
る
場
合
や
、路
肩
か
ら
い
つ
も
水

が
出
て
い
る
場
合
は
、漏
水
の
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
漏
水
が
疑
わ
れ

る
場
合
は
調
査
し
ま
す
。
問
い
合

わ
せ
先
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
上
下
水
道
部
施
設
課

☎（
42
）１
１
３
３

水
洗
化
の
お
願
い

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地

域
で
下
水
道
に
未
接
続
の
人
は
、

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
単
独
処
理
浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
人
は
、
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
ま
た
は
、
合
併
処
理

浄
化
槽（
し
尿
に
加
え
、
風
呂
、

台
所
な
ど
の
生
活
排
水
を
処
理
す

る
設
備
）へ
の
切
り
替
え
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
下
水
道
や
浄
化
槽
に
接
続
す
る

宅
内
工
事
は
、
市
指
定
の
排
水
設

備
指
定
工
事
店
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
指
定
工
事
店
は
、
市
に
提

出
す
る
書
類
の
作
成
や
届
け
出
な

ど
を
代
行
し
ま
す
。
宅
内
の
工
事

費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
接
続
に
は
、
各
種
補
助

制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
上
下
水
道
部
施
設
課

☎（
42
）１
１
３
３

広報くりはら
マイ広報誌
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

出
張
申
請

　
市
役
所
や
各
総
合
支
所
へ
来
庁

す
る
こ
と
が
難
し
い
市
民
を
対
象

に
、
自
宅
へ
訪
問
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
に
必
要
な
顔

写
真
の
撮
影
か
ら
申
請
ま
で
の
手

続
き
を
し
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

□
市
内
に
住
所
が
あ
る
65
歳
以

上
の
人
ま
た
は
、18
歳
以
下
の

　
人
で
初
め
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を
す
る

人
□
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ

　
て
い
る
人
で
、
初
め
て
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
を
す
る
人

●
訪
問
期
限
　
令
和
９
年
３
月
25

日（
木
）

※

予
約
が
必
要
で
す
。

※

毎
週
火
曜
日
か
ら
木
曜
日
、
祝
日
を

除
く
。

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

G
W
イ
ベ
ン
ト

　
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
、

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
４
日（
月
）〜
５
日

　（
火
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
内
容

□
マ
ジ
シ
ャ
ン
シ
ン
ヤ
、
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
Re
V
i
Va
L

　
　な
ど（
４
日
）

□
光
源
ク
リ
ハ
ラ
イ
ザ
ー
　な
ど

　（
５
日
）

□
ミ
ニ
縁
日

□
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
マ
ル
シ
ェ

※

悪
天
候
の
場
合
、
中
止
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

☎（
55
）３
２
１
５

市
民
講
座
く
り
で
ん

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
で

き
る
ま
で

　
来
年
４
月
で
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
開
館
10
周
年
を
迎
え
ま

す
。
10
周
年
に
向
け
市
民
講
座
を

定
期
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

□
第
１
回
講
座
　
５
月
30
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

●
場
所
　
栗
原
文
化
会
館

●
内
容
　
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
設
立
を
振
り
返
る
市
民
講
座

●
定
員
　
50
人
　

●
参
加
費
　
無
料

●
講
師
　

□
立
教
大
学
名
誉
教
授

　
老
川
　慶
喜
　氏

□
一
橋
大
学
教
授

　
高
嶋
　修
一
　氏

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

☎（
24
）７
９
６
１

放
射
能
関
連
相
談

　
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、
問
い

合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
測
定
内
容
　
食
品
の
放
射
性
物

質
測
定

※

市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
産
業
経
済
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
3
6

栗
原
市
消
防
団
員
募
集

　
ま
ち
の
安
全
、
安
心
を
守
る
意

欲
の
あ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務

す
る
18
歳
以
上
の
人

●
身
分
　
市
の
非
常
勤
特
別
職
員

●
報
酬

□
年
額
　
３
万
６
５
０
０
円
〜

□
出
動
　
１
５
０
０
円
〜
８
千
円

※

出
動
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
災
害
補
償
　
消
防
団
活
動
に
伴

う
病
気
や
け
が
な
ど
に
対
し
、

医
療
費
、
休
業
補
償
費
な
ど
を

支
給
し
ま
す
。

●
退
職
報
酬
　
　
　
　
20
万
円
〜

※

５
年
以
上
団
員
と
し
て
在
職
し
、
退

団
し
た
場
合
に
支
給

●
貸
与
品
　
活
動
服
な
ど
一
式

●
申
し
込
み
　
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
消
防
本
部
総
務
課

☎（
22
）１
１
９
１

交
通
安
全
指
導
員
募
集

　
交
通
秩
序
の
維
持
と
、
交
通
事

故
防
止
に
努
め
る
指
導
員
を
募
集

し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
在
住
の
20
歳
か
ら

70
歳
ま
で
の
健
康
な
人

●
職
務
内
容
　
街
頭
や
各
種
行
事

で
の
交
通
指
導
、
各
小
・
中
学

校
で
の
安
全
指
導

●
身
分
　
市
長
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
私
人

●
謝
礼

□
年
額
　
　
10
万
８
０
０
円
〜

□
出
動
　
出
動
す
る
ご
と
に
支

給
し
ま
す
。

　
　
１
回
１
５
０
０
円
〜
５
千
円

※

出
動
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

●
貸
与
品
　
制
服
な
ど
一
式

●
申
し
込
み
　
応
募
条
件
な
ど
、

事
前
に
問
い
合
わ
せ
の
上
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
総
務
部
危
機
対
策
課

☎（
22
）１
１
４
９

定
期
救
命
講
習

　
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い

方
、止
血
方
法
や
喉
に
物
が
詰
ま
っ

た
と
き
の
対
処
法
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
17
日（
日
）
　

　
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
所
　
市
消
防
庁
舎

●
内
容
　
応
急
手
当
の
必
要
性
や
、

心
肺
蘇
生
法
の
講
習

●
対
象
　
市
内
に
在
住
ま
た
は
、

在
勤
し
て
い
る
人

●
定
員
　
10
人
　
※
先
着
順

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
５
月
11
日（
月
）ま

で
、
問
い
合
わ
せ
先
に
備
え
付

け
の
応
急
手
当
講
習
受
講
申
請

書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
警
防
課

☎（
22
）８
５
１
０

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
６
出
演
団
体
募
集

　
８
月
30
日（
日
）に
開
催
す
る
、

ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
２

６
に
出
演
す
る
団
体
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
を
拠
点
に
活
動
し

て
い
る
ダ
ン
ス
愛
好
団
体

●
定
員
　
20
団
体
程
度

●
出
演
時
間
　
１
団
体
６
分
程
度

●
場
所
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

●
申
込
期
限
　
５
月
17
日（
日
）

　
午
後
５
時
ま
で

●
申
込
方
法
　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・

パ
ル
事
務
室
に
備
え
付
け
の
申

請
書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

問
い
合
わ
せ
先
に
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
若
柳
ド
リ
ー
ム
・
パ
ル

☎（
32
）６
６
０
０

レ
ー
ル
バ
イ
ク
乗
車
会

●
日
時
　
５
月
２
日（
土
）〜
３
日

　（
日
）　午
前
10
時
〜
午
後
３
時

30
分

●
料
金
　
レ
ー
ル
バ
イ
ク
１
台

　（
４
人
乗
り
）　
　
　
　
　
無
料

※

レ
ー
ル
バ
イ
ク
は
事
前
予
約
不
可

※

レ
ー
ル
バ
イ
ク
は
雨
天
中
止

く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
Ｇ
Ｗ

こ
ど
も
ま
つ
り

●
日
時
　
５
月
４
日（
月
）〜
５
日

　（
火
）　午
前
10
時
〜
午
後
５
時

※

く
り
で
ん
乗
車
会
は
、
午
後
３
時
30

分
ま
で

●
場
所
　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園

●
内
容
　
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
無
料

乗
車
会
、
く
り
で
ん
乗
車
会
、

お
楽
し
み
企
画
　
な
ど

●
料
金

□
く
り
で
ん
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
入

場
料

　
　
一
般（
高
校
生
以
上
）５
０
０
円

　
　
小
・
中
学
生
　
　
３
０
０
円

※

未
就
学
児
、
く
り
は
ら
グ
リ
ー
ン

パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で
無
料

□
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
会無

料

□
く
り
で
ん
乗
車
会
　

　
　
　
小
学
生
以
上
　
３
０
０
円

く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
イ
ベ
ン
ト
情
報

　 

　
く
り
は
ら
田
園
鉄
道
公
園
　
☎（
24
）７
９
６
１

　
栗
駒
山
の
夏
山
開
き
を
開
催
し

ま
す
。

　
夏
山
開
き
に
合
わ
せ
て
、
登
山

を
計
画
し
て
い
る
人
は
、
体
調
な

ど
に
十
分
注
意
し
な
が
ら
、
登
山

を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、７
月
ご
ろ
ま
で
雪
が
残
っ

て
い
る
場
所
が
あ
る
他
、
天
気
や

気
温
も
変
わ
り
や
す
い
た
め
、
十

分
な
装
備
と
準
備
を
行
い
、
登
山

届
を
提
出
の
上
、
無
理
の
な
い
登

山
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
５
月
17
日（
日
）

　
午
前
９
時
か
ら

●
場
所
　
栗
駒
山
い
わ
か
が
み
平

登
山
届

　
登
山
す
る
場
合
は
、
登
山
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
登
山
届
は
、
い
わ
か
が
み
平
の

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
に
設
置
し
て
い
る

投
函
箱
な
ど
に
投
函
す
る
か
、
事

前
に
メ
ー
ル
な
ど
で
も
提
出
で
き

ま
す
。

●
登
山
届
の
提
出
方
法

※

詳
し
く
は
、宮
城
県
警
察
本
部
の
ウ
ェ

　
ブ
サ
イ
ト
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
栗
原
警
察
署
☎（
22
）１
１
０
１

２
０
２
６
栗
駒
山
夏
山
開
き

　 

　
産
業
経
済
部
田
園
観
光
課
　
☎（
24
）７
５
５
７

お
い 

か
わ
　
　
よ
し 

の
ぶ

た
か 

し
ま
　 

し
ゅ
う
い
ち

リ
　
　
バ
　 

イ
　 

バ
　 

ル

登山届の
提出方法

宮城県
警察本部
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

ス
ク
ー
ル
生
募
集

●
日
時
　
6
月
か
ら
令
和
９
年
３

月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
所
　
築
館
体
育
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者
　
小
学
６
年
生
〜
中
学

３
年
生

●
定
員
　
15
人
　

●
参
加
費
　
　
　
　
月
額
2
千
円

●
持
ち
物
　
運
動
着
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
上
靴
、
タ
オ
ル
、

飲
み
物

●
申
込
期
間
　
５
月
12
日（
火
）〜

31
日（
日
）

※

毎
週
月
曜
日
は
休
館

●
申
込
方
法
　
問
い
合
わ
せ
先
に

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
築
館
総
合
運
動
公
園

☎（
22
）4
8
4
0

　
　
　info@

kuriharacity-
taikyo.net

８
０
２
０
よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

　
80
歳
で
歯
を
20
本
以
上
保
つ
こ

と
を
目
指
す「
８
０
２
０
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
」を
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
６
月
４
日（
木
）時
点
で
満
85

歳
以
上
で
、
自
分
の
歯
が
20

本
以
上
あ
る
人

□
虫
歯
が
無
い
人（
治
療
済
み

も
可
）

□
年
２
回
以
上
歯
科
健
診
を
受

け
て
い
る
人

□
健
康
状
態
が
良
好
な
人

□
令
和
７
年
度
に
こ
の
コ
ン
ク
ー

　
ル
で
受
賞
し
て
い
な
い
人

●
応
募
方
法
　
住
所
、
氏
名（
フ

リ
ガ
ナ
）、
生
年
月
日
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
歯
科
健
診
を
受
け

る
予
定
の
歯
科
医
院
名
を
記
入

　
し
た
郵
便
は
が
き
、
ま
た
は
、

フ
ァ
ク
ス
を
５
月
22
日（
金
）ま

で
に
応
募
先
へ
送
付

●
応
募
先

　
〒
９
８
０-
０
８
０
３

　
仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
１
丁
目

５
番
１
号

　
宮
城
県
歯
科
医
師
会「
よ
い
歯

の
コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
」

　
フ
ァ
ク
ス
０
２
２（
225
）４
８
４
３

●
応
募
後
の
流
れ
　
宮
城
県
歯
科

医
師
会
か
ら
届
く
通
知
を
、
歯

科
医
院
に
持
参
の
上
で
健
診
を

受
け
、
そ
の
結
果
を
事
務
局
へ

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
審
査
結
果
は
、
８
月
下
旬
頃

に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

※

応
募
後
、
歯
科
健
診
を
受
け
る
予
定

の
歯
科
医
院
を
変
更
す
る
場
合
は
、

コ
ン
ク
ー
ル
事
務
局
へ
の
事
前
連
絡

が
必
要
で
す
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
参
加
者
募
集

　
地
域
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す

る
食
生
活
改
善
推
進
員（
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
）の
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

●
日
時
　
中
央
研
修
と
地
区
研
修

が
あ
り
ま
す
。
時
間
は
、
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
１
時
ま
で

で
す
。

□
中
央
研
修
　
６
月
26
日（
金
）、

　
７
月
10
日（
金
）、
７
月
24
日

　（
金
）、
8
月
７
日（
金
）、
8

月
28
日（
金
）

※

８
月
７
日（
金
）の
み
、
午
前
11
時

30
分
ま
で

□
地
区
研
修
　
９
月
〜
令
和
９

年
１
月

●
場
所

□
中
央
研
修
　
志
波
姫
こ
の
花

さ
く
や
姫
プ
ラ
ザ

□
地
区
研
修
　
各
地
区
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど

●
内
容

□
健
康
や
食
生
活
に
関
す
る
講
話

□
健
康
づ
く
り
の
運
動
実
技

□
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
　
な
ど

●
対
象
　
講
座
修
了
後
に
地
域
で

　
ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
が
で
き
る
人

●
定
員
　
20
人
程
度

※

先
着
順

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
５
月
22
日（
金
）ま

で
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
、

各
保
健
推
進
室
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

※

原
則
、
中
央
研
修
は
５
回
全
て
、
地
区

研
修
は
１
回
以
上
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
築
館
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
14
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
10
戸

□
一
迫
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
６
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
２
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
12
戸

●
申
し
込
み
　
募
集
物
件
、
応
募

条
件
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

　
食
育
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
を
希
望

す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
実
施
日
　
５
月
か
ら
令
和
９
年

３
月
ま
で
の
希
望
す
る
日

●
内
容
　
栄
養
士
に
よ
る
食
育
や

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
30
分
程

度
の
講
話

※

時
間
や
内
容
は
、
希
望
に
合
わ
せ
て

調
整
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
保
育
所
、
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
に
通

う
児
童
、
生
徒
と
保
護
者

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
申
し
込
み
　
申
込
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
開
催
を
希

望
す
る
日
の
１
カ
月
前
ま
で
に
、

問
い
合
わ
せ
先
へ
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
申
し
込
み

い
た
だ
く
か
、
居
住
す
る
地
区

の
保
健
推
進
室
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
５
０

　kenko@
kuriharacity.jp市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和８年３月末現在、（　）は前月比

●　58,665人（△280）
　 男：28,668人（△133）  女：29,997人（△147）

●　24,606世帯（△35）
●　 　14人 ●　  87人
●　181人 ●　388人

 ６ 月１ 日（月）まで

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

国民健康保険税（第１期）
固定資産税（第１期）
軽自動車税（第１期）

総務部税務課  ☎（２２）1121

一般寄付

栗原産仙台牛切り落し　65㎏ 3月  6日（金）
●栗原産仙台牛協会　様
　栗原和牛改良組合　様

自由ノート　320冊 3月18日（水）
●公益社団法人宮城県トラック協会栗原支部青年部　様

一金　1０万円 2月10日（火）●浜名梱包輸送株式会社　様
一金　1０万円 2月27日（金）●株式会社ハイブテック　様

企業版ふるさと納税

※企業版ふるさと納税は、産業
　戦略課に問い合わせください。

総務部管財課 ☎（２２）１１１６
産業経済部産業戦略課
　　　　　　 ☎（２２）１220

く
り
は
ら
食
育
セ
ミ
ナ
ー
受
講
希
望
団
体
募
集

　 

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課
　
☎（
22
）０
３
７
０

各
保
健
推
進
室
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情報あれこれ情報あれこれ 栗原市の市外局番　0228

▲昨年の藍フェアの様子

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度

　
学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
20

歳
以
上
の
学
生
で
、
所
得
が
少
な

く
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
申
請
に
よ
り
在
学
中
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
学
生
納
付
特
例
申
請
を
行
わ
ず
、

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
、
不
慮
の
事
故
な
ど
で
障
害

が
残
っ
た
場
合
に
、
障
害
年
金
を

受
け
取
れ
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　
な
お
、
承
認
さ
れ
た
期
間
は
、

将
来
受
け
取
る
年
金
の
受
給
資
格

期
間
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
年
金

額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
保
険
料
の
追
納
制

度
を
利
用
し
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
学
生
納
付
特
例
申
請
は
、ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
、
学
生
証
が
あ
れ
ば
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
て
電
子
申
請

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
対
象
　
大
学（
大
学
院
・
短
期

大
学
を
含
む
）、
専
門
学
校
、

夜
間
学
校
、
通
信
制
の
学
校
に

在
籍
し
て
い
る
人
　

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）3
2
1
1

特
殊
詐
欺
対
策
無
料

ア
プ
リ
登
場

　
特
殊
詐
欺
被
害
の
ほ
と
ん
ど
は
、

電
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。携
帯
電
話

に
特
殊
詐
欺
の
犯
人
か
ら
か
か
っ

て
く
る
国
際
電
話
が
急
増
し
て
い

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利

用
で
き
る
警
察
庁
推
奨
の
無
料
ア

プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
公
開
さ
れ
ま

し
た
。

　「
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
」も
大
事
で
す
が「
怪
し
い
電

話
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
」と
い
う
根

本
的
な
対
策
が
、
詐
欺
だ
け
で
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
犯
罪
被
害
防
止
に

有
効
で
す
。
ぜ
ひ
、
イ
ン
ス
ト
ー

ル
し
て
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
特
殊
詐
欺
対
策
ア
プ
リ

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
栗
原
警
察
署
☎（
22
）１
１
０
１

宮
城
県
男
性
育
休

取
得
奨
励
金
制
度

　
男
性
従
業
員
が
28
日
以
上
の
育

児
休
業
を
取
得
し
た
企
業
な
ど
に

奨
励
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
対
象
　
県
内
に
本
社
ま
た
は
、

本
店
の
あ
る
中
小
企
業
、
個
人

事
業
主

●
支
給
額
　

□
育
児
休
業
期
間
が
28
日
以
上

６
カ
月
未
満
の
場
合
　20

万
円

□
育
児
休
業
期
間
が
６
カ
月
以

上
の
場
合
　
　
　
　
50
万
円

●
申
請
期
限
　
育
児
休
業
取
得
期

間
が
28
日
ま
た
は
、
６
カ
月
を

超
え
る
日
か
ら
２
カ
月
以
内

●
申
し
込
み
　
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
、
郵
送
で

問
い
合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
宮
城
県
雇
用
対
策
課

☎
０
２
２（
211
）２
７
７
１

　

 koyour@pref.miyagi.lg.jp

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

「
マ
チ
カ
リ
」開
催

　
交
流
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
目

指
し
た
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
10
日（
日
）
午
前

11
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
築
館
総
合
支
所

●
内
容
　
不
用
品
や
雑
貨
品
、
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
作
品
な
ど
の
販
売

　
築
館
商
店
会
　

☎
0
9
0（
２
９
８
９
）８
１
７
９

藍
フ
ェ
ア
2
0
2
６

　
現
存
す
る
日
本
最
古
の
染
色
技

法「
正
藍
染
」を
テ
ー
マ
と
し
た
フ
ェ

ア
を
開
催
し
ま
す
。
藍
染
商
品
の

展
示
販
売
の
他
、
栗
駒
地
区
文
字

の
特
産
品
販
売
も
行
い
ま
す
。

●
日
時
　
５
月
16
日（
土
）、
17
日

　（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
愛
藍
人
・
文
字

　
愛
藍
人
・
文
字☎（

47
）２
１
４
１

栗
原
フ
ェ
ス
2
0
2
６

　
バ
ン
ド
演
奏
や
マ
ル
シ
ェ
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

●
日
時
　
５
月
24
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

栗
原
フ
ェ
ス
2
0
2
６
実
行
委

員
会

☎
0
9
0（
8
2
5
2
）6
6
6
9

盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助

員
養
成
講
座

　
目
と
耳
の
両
方
に
障
害
の
あ
る

人
の
移
動
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
人
の
養
成

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
　
６
月
か
ら
11
月
の
主
に

日
曜
日 

●
場
所
　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情

　
報
セ
ン
タ
ー（
み
み
サ
ポ
み
や
ぎ
）

●
対
象
　
県
内
在
住
で
、
講
座
修

了
後
に
盲
ろ
う
者
通
訳
・
介
助

員
と
し
て
活
動
で
き
る
人

●
定
員
　
16
人

●
申
込
期
限
　
５
月
20
日（
水
）

●
受
講
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
４
千
円
程
度
が

必
要
で
す
。

●
申
し
込
み
方
法
　
宮
城
県
聴
覚

障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
で
配
布

す
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
郵
便
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　
宮
城
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー

〒
９
８
０-

０
０
１
１

宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区
上
杉
３

丁
目
３-

１
　
み
や
ぎ
ハ
ー
ト

フ
ル
セ
ン
タ
ー
　
１
階

☎
０
２
２（
393
）５
５
０
１

フ
ァ
ク
ス
０
２
２（
393
）５
５
０
２

　
　
　

info@
m

im
isuppo-

m
iyagi.org

登
録
販
売
者
養
成
・
P
C

活
用
科
受
講
生
募
集

　
医
薬
品
を
販
売
で
き
る
専
門
職

「
登
録
販
売
者
」の
資
格
取
得
と
、

パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
な
ど
の
習
得
を

目
指
し
ま
す
。

●
対
象
　
離
職
中
、
離
職
予
定
、

求
職
中
の
人

●
定
員
　
20
人

●
訓
練
場
所
　
大
崎
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

●
訓
練
期
間
　
６
月
10
日（
水
）〜

９
月
９
日（
水
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※
別
途
、
教
材
費
や
検
定
料
な
ど
が
か

か
り
ま
す
。

●
申
込
期
限
　
５
月
21
日（
木
）

●
申
し
込
み
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
築

館
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
大
崎
高
等
技
術
専
門
校

☎
0
2
2
９（
22
）1
3
5
7

多
重
債
務
相
談
窓
口

　
借
金
を
抱
え
て
お
悩
み
の
個
人

や
自
営
業
者
か
ら
の
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

※

祝
日
を
除
く

□
午
前
９
時
〜
正
午

□
午
後
１
時
〜
５
時

●
費
用
　
　
　
　
　
　
　
　
無
料

　
東
北
財
務
局
多
重
債
務
者
相
談

窓
口
☎
０
２
２（
266
）５
７
０
３

情
報
商
材
ト
ラ
ブ
ル

に
注
意

　
副
業
や
投
資
で
高
額
収
入
が
得

ら
れ
る
と
う
た
う「
情
報
商
材
」に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　「
簡
単
に
も
う
か
る
」と
言
う
広

告
を
信
じ
て
契
約
し
て
も
、
実
際

に
は
収
入
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
事

例
も
あ
り
ま
す
。
中
に
は
、
価
値

の
低
い
情
報
が
高
額
で
販
売
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
契
約
前
に

内
容
を
確
認
で
き
な
い
点
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。
も
う
け
話
は
安

易
に
信
用
せ
ず
、
慎
重
に
判
断
し

ま
し
ょ
う
。
困
っ
た
と
き
は
、
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

祝
日
を
除
く

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
相
談
窓
口（
宮
城
県
栗
原

合
同
庁
舎
）
☎（
23
）５
７
０
０

日本年金機構
ウェブサイト

あ
い 

ら
ん
　ど
　
　
　  

も
ん
　じ

大崎高等技術
専門校

ウェブサイト

特殊詐欺対策
ページ

警察庁
ウェブサイト

男性育休取得
奨励金制度

県ウェブサイト



広報くりはら　令和８年５月１日　　２８

　「生まれ育ったまちのような居心地の
良さを感じました」と笑顔で話す岩本さ
ん。気仙沼市出身で結婚を機に、栗原市
に移住しました。
　学生時代から仲間と音楽活動を楽しん
できましたが、東日本大震災の被災地で
音楽を通じた慰問活動をきっかけに、音
楽は人と人をつなぐ大切な役割を持って
いると改めて実感しました。
　そうした想いを胸に、地域のにぎわい
の１つである、くりこま夜市に関わる中
で、音楽の要素がないことに気づき、音
楽を取り入れた企画を始めました。
　くりこま夜市に、バンド演奏やDＪな
どの新しいイベントを積極的に取り入れ
たところ、栗駒地区の六日町通り商店街
が持つ昭和レトロな雰囲気と現代の若者
に響く場づくりが、人々の心を見事につか
み、回を重ねるごとに活気づいています。
　「子どもからお年寄りまで、誰もが楽
しめる場にすることで自慢できる田舎を
つくりたい」と語る岩本さん。今年も６
月から始まるくりこま夜市をこれまで以
上に、にぎやかな音と笑顔があふれる場
にしようと、挑戦が続きます。

　「生まれ育ったまちのような居心地の
良さを感じました」と笑顔で話す岩本さ
ん。気仙沼市出身で結婚を機に、栗原市
に移住しました。
　学生時代から仲間と音楽活動を楽しん
できましたが、東日本大震災の被災地で
音楽を通じた慰問活動をきっかけに、音
楽は人と人をつなぐ大切な役割を持って
いると改めて実感しました。
　そうした想いを胸に、地域のにぎわい
の１つである、くりこま夜市に関わる中
で、音楽の要素がないことに気づき、音
楽を取り入れた企画を始めました。
　くりこま夜市に、バンド演奏やDＪな
どの新しいイベントを積極的に取り入れ
たところ、栗駒地区の六日町通り商店街
が持つ昭和レトロな雰囲気と現代の若者
に響く場づくりが、人々の心を見事につか
み、回を重ねるごとに活気づいています。
　「子どもからお年寄りまで、誰もが楽
しめる場にすることで自慢できる田舎を
つくりたい」と語る岩本さん。今年も６
月から始まるくりこま夜市をこれまで以
上に、にぎやかな音と笑顔があふれる場
にしようと、挑戦が続きます。

音楽で広がる　くりこま夜市の新しい形

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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岩本　裕子　さん（栗駒四日町）

　４月１０日（金）、高清水幼稚園と保育所で
入園、入所式を行いました。
　式典では、１人１人の名前が呼ばれ、元気
いっぱいに返事をした子どもたち。期待に胸
を膨らませ新しい生活が始まりました。

笑顔と希望、ドキドキ感を胸に




